
一人一人が少し工夫するだけで、誰かの優しい
暮らしにつながります。できることから一つず
つ、暮らしのなかに取り入れてみませんか。

CO2排出量の少ない移動手段を選ぶ

覚えるとよい言葉は、意味を補足

相手に合わせて

やさしい日本語

身近なことから

SDGs
エス ディー ジー  ズ

　富士宮市のSDGsへの取り組みを市公式
ウェブサイトで紹介しています。
　　トップページ＞富士宮市に
ついて＞市政の運営＞推進事
業＞地方創生に向けたSDGs
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　難しい言葉でも、災害時によく使う言葉や、日常生
活で覚えた方がよい言葉は、そのまま使います。
　その際、言葉の後に＜＞で意味を補足します。

［例］

　・余震＜後から　来る　地震＞

　・健康保険証＜病院で　使うカード＞

　SDGsとは、地球上に住む私たちがこれ
からもずっと生き続けるために世界中のみ
んなで取り組む目標です。
　このまちにみんなが住み続けられるよう
に、一人一人が意識して行動しましょう。

　やさしい日本語とは、外国人、子ども、
高齢者、障がい者など、相手に合わせてわ
かりやすく言い換えた日本語です。
　会話は、身振り手振りを使って、ゆっく
り・はっきり・大きな声で話しましょう。

　世界中で干ばつや洪水などの自
然災害が増えています。
　その原因の一つが「地球温暖化」
です。
　地球温暖化は、生活の中で出る
二酸化炭素（CO2）が地球の上空を
覆うことで起こります。
　使用する電気を太陽光発電に変
えるなど、国だけでなく企業も個
人も団結して、CO2の排出量の削
減に取り組むことが、大切です。

　移動手段によってCO2の排出量は変わります。
　マイカーよりもバスや電車の方が、一人当たりの
CO2 の排出量は少なく、自転車や徒歩では、「ゼロ」
になります。
　環境に負荷をかけないためには、公共交通機関を利
用したり、なるべく自
転車や徒歩で移動し
たりするなど、CO2 を
出さない暮らしに変
えていくことが大切
です。

　　近くの避難場所に避難してください。

　　近くの　避難場所＜逃げる 場所＞に
　　逃げてください。

　　粗大ごみは、毎月第3水曜日に出してください。

　　粗大ごみ＜机や椅子など　大きいごみ＞
　　は　毎月3回目の  水曜日に
　　出して  ください。

　　重傷の時は救急車を呼んでください。

　　重い　けがの時は　
　　救急車＜病気やけがの人を 運ぶ 車＞を
　　呼んで ください。
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言い換えてみよう
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